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「もったいない」から� 「ありがとう」へ

食
品
ロ
ス
は

「
も
っ
た
い
な
い
」

　
平
成
27
年
度
の
日
本
国
内

に
お
け
る
年
間
食
品
廃
棄
量

は
、
約
２
０
１
０
万
ト
ン
。

こ
の
う
ち
、
売
れ
残
り
や
賞

味
・
消
費
期
限
を
越
え
た
食

品
、
食
べ
残
し
な
ど
、
本
来

食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
は

ず
の
、
い
わ
ゆ
る「
食
品
ロ

ス
」
は
約
６
３
２
万
ト
ン
に

も
及
び
ま
す
。
こ
れ
を
、
日

本
人
１
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
お
茶
わ
ん
１
杯
分（
約

１
３
６
グ
ラ
ム
）
の
食
べ
物

が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い
た
計

算
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
食

料
の
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
食
料
を

大
量
に
捨
て
て
い
る
と
い
う

「
も
っ
た
い
な
い
」現
実
が
あ

り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
を
救
う

フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
福
祉
課
に
は
、
病
気
や
失

業
、
離
婚
と
い
っ
た
理
由
で

低
収
入
と
な
り
、
そ
の
日
に

寝
る
と
こ
ろ
や
食
べ
る
物
が

無
い
よ
う
な
状
態
で
相
談
窓

口
に
訪
れ
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
生
活

保
護
な
ど
の
福
祉
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
申
請
か
ら
決
定
ま
で
に

時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
就
労

　
「
食
べ
る
」
こ
と
は「
生
き
る
」
こ
と
に
直
結

し
ま
す
。
そ
れ
は
高
齢
者
や
子
ど
も
も
同
じ

で
す
。
私
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
の
中
に
は
、

食
べ
る
物
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
を
救
う
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�

照
会　
福
祉
課　
☎
０
５
３
７
�
１
１
２
１

フードバンク
　　利用者の声
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「もったいない」から� 「ありがとう」へ

に
結
び
つ
い
た
と
し
て
も
給

与
が
も
ら
え
る
ま
で
に
何
日

も
掛
か
り
ま
す
。
そ
の
期
間

の「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
」
と
し
て
県
内
の
福
祉
事

務
所
が
利
用
し
て
い
る
の
が

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」で
す
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
ま
だ

安
全
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
食
品
を
集
め
、

生
活
困
窮
者
や
福
祉
施
設
に

無
償
で
提
供
す
る
活
動
で

す
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」
が
、
個

人
や
企
業
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
小
売
店
か
ら
食
料
を
預
か

る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
平
成
28
年
度
に
、

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
を
合

わ
せ
、
18
件
、２
７
２
キ
ロ

分
も
の
食
料
支
援
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　「食のセーフティーネット」として重要視されている
フードバンク。しかし、寄贈される食料にも限りがあ
ります。ご家庭で戸棚の奥に忘れられている食料や食
べるかもしれないと保管してあるけど長期間食べてい
ないものはありませんか。食べものが無くて困ってい

る人に支援が届くよう「フードドライブ」（寄贈）にご協
力ください。
　企業の災害備蓄品や食品企業の規格外品など処分せ
ざるを得ない食料を寄贈いただける場合は、フードバ
ンクふじのくにへご連絡ください。

回 収 期 間　平成29年８月１日㈫～31日㈭まで
回 収 場 所　福祉課、社会福祉協議会、浜岡福祉会館
希 望 食 品　缶詰や瓶詰などの保存食品、レトルト食

品、インスタント食品、調味料、食用油、
お米、飲料、ふりかけ、お茶漬け、のり
などの常温保存が利くもの

食料の条件　・賞味期限が２カ月以上あるもの
　　　　　　・賞味期限が明記されているもの
　　　　　　・未開封であるもの
　　　　　　・破損で中身が出ていないもの
　　　　　　・お米は常識の範囲で古くないもの
照　会　福祉課　　　　　☎０５３７�１１２１
　　　　社会福祉協議会　☎０５４８�５２９４
　　　　浜岡福祉会館　　☎０５３７�８０６６
　　　　フードバンクふじのくに　☎０５４（２４８）６１７７

もったいないを支援へつなげよう
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「
清せ
い
り
ゅ
う
ま
る

龍
丸
」が
御
前
崎
港
で
油

回
収
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
８

月
25
日
、
初
入
港
し
ま
す
。
訓

練
の
様
子
は
中
央
埠ふ

頭と
う
か
ら
見

学
で
き
ま
す
。（
詳
細
は
、
後
日

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
）

　

26
日
の
一
般
公
開
で
は
、

し
ゅ
ん
せ
つ（
※
）用
の
土
砂
を

吸
い
込
む
装
置
や
油
回
収
器
を

船
内
か
ら
間
近
で
見
学
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
清
龍
丸
は
、
日
本
に
３
隻
し

か
な
い「
し
ゅ
ん
せ
つ
兼
油
回

収
船
」
の
内
の
１
隻
で
、
国
土

交
通
省
名
古
屋
港
湾
事
務
所
に

所
属
し
、
通
常
は
、
名
古
屋
港

で
航
路
や
泊
地
の
し
ゅ
ん
せ
つ

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
量
の
油
が
海
面
に
流
出
し

た
際
は
、
直
ち
に
流
出
現
場
に

向
か
い
、
油
回
収
作
業
に
従
事

す
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
時
に

は
、
緊
急
支
援
物
資
の
運
搬
、

給
水
・
入
浴
支
援
な
ど
も
実
施

し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
や

熊
本
地
震
の
被
災
地
で
も
活
躍

し
ま
し
た
。

※
し
ゅ
ん
せ
つ
…
水
底
の
土
砂

を
取
り
除
く
こ
と

◆
一
般
公
開

公
開
日　
８
月
26
日
㈯

受
付
時
間　
10
時
～
15
時

場
所　
御
前
崎
港
中
央
埠ふ

頭と
う

※
サ
ン
ダ
ル
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

◆
船
体
概
要

全
長　
１
０
４
メ
ー
ト
ル

全
幅　
17
・４
メ
ー
ト
ル

ト
ン
数　
４
７
９
２
ト
ン

　
あ
な
た
の
力
で
御
前
崎
市
の

シ
ア
ワ
セ
ミ
ラ
イ
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
一
緒
に
働
く
仲
間
を
募

集
し
ま
す
。

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
一
般
行
政
事
務  

 

４
人

②
一
般
行
政
事
務（
障
が
い
の
あ
る
人
）

　

 
 

３
人

③
消
防
職
員  

 

２
人

◆
受
験
資
格　

①
一
般
行
政
事
務

・
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
ま
た
は
平
成
30
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人

※
短
卒
以
上
枠
の
対
象
者
は
除
く

②
一
般
行
政
事
務（
障
が
い
の
あ
る
人
）

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
ま
た
は
平
成
30
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人

※
短
卒
以
上
枠
の
対
象
者
は
除
く

・
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

・
介
助
者
な
し
に
通
勤
お
よ
び

職
務
執
行
が
可
能
な
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と

面
接
に
対
応
で
き
る
人

③
消
防
職
員

・
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
人
で
、
高
等
学
校
を

卒
業
ま
た
は
平
成
30
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人

※
短
卒
以
上
枠
の
対
象
者
は
除
く

◆
試
験
日

・１
次
試
験

　
９
月
17
日
㈰

・２
次
試
験

　
10
月
23
日
㈪

◆
会
場

・
御
前
崎
市
役
所

・
市
消
防
本
部（
消
防
職
員
の

１
次
試
験
の
み
）

◆
申
し
込
み

　
市
役
所
総
務
課
、
御
前
崎
支

所
ま
た
は
市
消
防
本
部
に
あ
る

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
験
票
に
62
円
切
手
を

貼
り
、
市
役
所
総
務
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
で
の
請
求
・
申
し
込
み

可
能（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）

◆
受
付
期
間

　
７
月
18
日
㈫
～
８
月
７
日
㈪

01 「清龍丸」初入港！油回収訓練・一般公開を実施します！

問い合わせ　商工観光課企業港湾室　☎０５３７�１１６４

02 平成30年度採用の市職員（高卒程度）を募集します
問い合わせ　　　　　　　総務課　☎０５３７�１１３２
　　　　　　消防本部消防総務課　☎０５３７�２６５５

Omaezaki City Information Omaezaki City Information
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Omaezaki City Information Omaezaki City Information

03 食中毒が発生しやすい季節になってきました

　
食
中
毒
は
家
庭
で
も
発
生
し

ま
す
。３
つ
の
原
則
、６
つ
の
ポ

イ
ン
ト
で
食
中
毒
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◆
食
中
毒
防
止
の
３
原
則

①
細
菌
な
ど
を
食
べ
物
に

　
「
付
け
な
い
」

　
…
予
防
の
基
本
は
手
洗
い

②
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を

「
増
や
さ
な
い
」

　
…
温
度
・
湿
度
に
注
意

③
食
べ
物
に
付
着
し
た
細
菌
を

　
「
や
っ
つ
け
る
」

　
…
食
品
を
十
分
加
熱
す
る

◆
家
庭
で
で
き
る 

　
　
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
品
の
購
入

　
保
冷
剤（
氷
）な
ど
で
冷
や
し

な
が
ら
、
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
し

ま
し
ょ
う
。

②
家
庭
で
の
食
品
の
保
存

　
購
入
し
た
ら
す
ぐ
冷
蔵
庫
や

冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

（
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、
冷
凍

庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
）

③
調
理
の
下
準
備

　
こ
ま
め
に
手
を
洗
い
、
調
理

器
具
・
ふ
き
ん
な
ど
は
洗
っ

て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

④
調
理

　
調
理
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
食
材
の
中
心
部
ま
で
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。（
75

度
で
１
分
以
上
。
特
に
貝
類

は
85
度
以
上
で
90
秒
以
上
）

⑤
食
事

　
食
事
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
室
温
で
食
品
を
長
時
間

放
置
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

⑥
残
っ
た
食
品

　
温
め
直
す
時
は
十
分
に
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。（
75
度
以
上
）

清
潔
な
容
器
に
保
存
し
、
時

間
が
た
ち
過
ぎ
て
傷
ん
で
い

そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

※
食
品
提
供
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

花
火
大
会
や
地
区
夏
祭
り
、

バ
ザ
ー
な
ど
食
品
を
提
供

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
る
場
合
は
、
事
前
に

イ
ベ
ン
ト
会
場
を
所
管
す

る
保
健
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律（
農
振
法
）

に
基
づ
き
策
定
し
た
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
に
沿
っ
て
、
農

業
を
振
興
し
て
い
く
地
域
を
農

振
農
用
地
区
域（
青
地
）と
し
て

設
定
し
、
優
良
農
地
の
確
保
・

保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
農
振
農
用
地
区
域
内

の
農
地
は
、
農
業
以
外
の
目
的

に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
や
む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利

用
す
る
場
合
に
は
、
除
外
の
要

件
を
満
た
し
た
上
で
、
農
振
農

用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
外
の
要
件

　
除
外
し
よ
う
と
す
る
農
地
が

次
の
５
つ
の
要
件
を
全
て
満
た

す
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

そ
の
利
用
計
画
が
農
地
法
、
都

市
計
画
法
な
ど
他
法
令
に
よ
る

許
可
が
見
込
ま
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

① 

他
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
な

い
こ
と

② 

除
外
後
に
一
帯
の
農
地
の
集

団
性
、
農
作
業
の
効
率
化
、

そ
の
他
土
地
の
農
業
上
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い

こ
と

③ 

認
定
農
業
者
な
ど
に
対
す
る

農
用
地
の
利
用
集
積
に
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と

④ 

土
地
改
良
施
設
の
有
す
る
機

能
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

な
い
こ
と

⑤ 

ほ
場
整
備
な
ど
の
土
地
改
良

事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
工

事
完
了
公
告
年
度
の
翌
年
度

か
ら
８
年
を
経
過
し
て
い
る

こ
と

◆
受
付
期
間

　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭（
土

日
祝
日
を
除
く
）

※ 

例
年
、
受
付
は
年
２
回（
３

月
・
８
月
の
１
カ
月
間
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
農
振
除
外
の
手
続
き
を
希
望

す
る
人
は
、
必
ず
申
請
前
に
農

林
水
産
課
農
地
係
へ
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。

問い合わせ　　　　　　　　環境課　☎０５３７�１１６２
　　　　　　県西部保健所掛川支所　☎０５３７�３２６２

04 農用地利用計画の変更（農振除外）について

問い合わせ　農林水産課　☎０５３７�１１２５
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鈴木俊夫さん旭
きょくじつ

日単光章受章
春の叙勲で鈴木俊夫さん（下朝比奈）が旭

きょくじつ

日単光章
を受章しました。鈴木さんは平成16年から12年間、
代表監査委員を務め、市の事業が適正に執行されて
いるかなどを監査し適正な行財政運営に寄与した功
績が認められての受章となりました。

幼年消防クラブが市内初結成
火災予防の基礎を養い育てる幼年消防クラブの結

成式が６月19日、高松幼稚園で開かれ、年長園児
13人が参加しました。特製の法被を着た園児らは、
火遊びを絶対にしないことを力強く誓いました。今
後、市内８園でも同クラブが結成される予定です。

水嶋倭
し

文
づ

さんの長寿を祝う
６月29日に100歳の誕生日を迎えた水嶋倭

し づ

文さ
ん（下岬区）を同日、栁澤市長が訪ね、祝い状や花束
を贈り長寿を祝いました。家庭科の教師だった倭文
さんは「編み物が趣味。これからも小物づくりを楽
しみたい」と笑顔で話しました。

池新田高から全国へジャンプ
陸上競技女子走り幅跳びで全国高校総体に出場が

決まった植田真
ま

野
や

さん（池新田高校１年）が７月３日、
市役所を訪れ、栁澤市長に出場の喜びを報告しまし
た。植田さんは「全国では目標の５メートル85セン
チを目指し、決勝に残りたい」と活躍を誓いました。

関東大会での活躍を誓う
6月20日、市消防職員の仲田和真さんが市役所を

訪れ、栁澤市長に消防救助技術関東地区指導会出場
を報告しました。仲田さんは「関東地区指導会では
県大会の記録を上回り、必ず全国大会の切符をつか
みます」と、意気込みを力強く語りました。

脇宏光さん弓道で全国切符
県春季弓道大会で四・五段の部第３位となり県の

代表チームに選ばれた脇宏光さん（大山区）が６月
26日、市役所を訪れ、栁澤市長に全国大会への意
気込みを伝えました。脇さんは「県代表の一員とし
て全力を尽くします」と話しました。
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熱き思いで地域を守る
見せた日頃の成果

市消防団査閲大会が６月４日、マリンパーク御前
崎で開催され、市内の全11分団が参加し日頃の訓
練の成果を披露しました。一糸乱れぬ訓練礼式や安
全・迅速・正確に放水したポンプ車操法、小型ポン
プ操法に、観客から拍手が送られました。
【各部門の優勝】　訓練礼式　第５分団（７連覇）
ポンプ車操法　　第１分団第２部（２連覇）
小型ポンプ操法　第８分団第１部

代表目指す選手ら集結
駅伝に向け意気込み語る

静岡県市町対抗駅伝競走大会の市候補選手指定証
交付式が６月２日、市民会館で開かれ、候補選手約
50人に指定証が交付されました。一般・高校生・
中学生・小学生それぞれの代表４人が西島昌和同大
会御前崎市実行委員長から指定証を受け取り、「昨年
以上に速くなって代表選手になりたい」など意気込
みを語りました。候補選手らは毎週水曜日に合同練
習を実施し、９月に代表選手20人が決定されます。

愛する海をみんなで守る
長年の活動で清掃が定着

平成29年度静岡県河川協会長表彰を受けた「K
キ ー プ

EEP 
O
ア ウ ア

UR B
ビ ー チ

EACH C
ク リ ー ン

LEAN 委員会」の御前崎地区代表を務
める小野田政宏さん（女岩区）が６月22日、市役所を
訪れ栁澤市長に活動の成果を報告しました。同委員会
は平成９年に設立され、榛南地域から御前崎ロング
ビーチまでの海岸を毎月第１日曜日に清掃していま
す。小野田さんは「地元や御前崎を訪れるサーファー
にも活動が定着してきてうれしい」と話しました。

海での事故に備える
県消防防災航空隊と市消防本部、消防署の合同水

難救助訓練が６月22日、マリンパーク御前崎で実
施されました。訓練は「海水浴客が沖に流された」、

「沖合でプレジャーボートが故障し帰港不能となっ
た」場合を想定し実施され、現場指揮や水難救助、
地上支援、防災ヘリの給油支援などさまざまな訓練
を通じて、同航空隊と市消防組織の連携を確認しま
した。

市と県で組織間の連携訓練
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市の特産物であるメロンのおいしさを知ってもらお
うと、県温室農業協同組合静南支所が白羽保育園と浜
岡保育園にアローマメロンを６玉ずつ贈呈しました。
園児らは、実がなっている株を実際に見て、興味深そ
うに観察していました。メロンを食べると「甘くてお
いしい」「もっと食べたい！」と笑顔で話しました。

地元で育ったメロン味わう

◀メロンを頰張る園児ら（浜岡保育園）

６/２，６

市民ボランティアで運営する「運動クラブシャンデ
リア」の教室開催が４００回を達成しました。当日は
ボランティアや市民30人が参加し、高齢者支援課の
丸尾茂広課長が「たゆみなく続けてきた皆さんに敬意
を表します。これからも楽しく運動を続けて健康でい
てください」とお祝いの言葉を述べました。

楽しく運動続けて４００回

◀体操や手足の運動で汗を流す参加者

６/７

御前崎ライオンズクラブが同クラブ国際協会の
１００周年を記念した石碑を市に贈呈する除幕式が市
役所で開かれました。記念碑には、昨年のリオオリン
ピック・パラリンピックでメダルを獲得した飯塚翔太
選手、岡村正広選手が大切にしている「鳴ったら走る」

「継続は力なり」という言葉が刻まれています。

未来の子どもに届ける言葉

◀記念碑と並ぶ岡村選手や飯塚選手の関係者ら

６/24

第一小学校の児童とデイケア利用者による「ふれあ
い運動会」が、通所リハビリテーションはまおかで開
かれました。３年生30人と利用者36人混合の紅白チー
ムに分かれ、仮装ゲームや玉入れ、応援合戦、車椅子
を使ったお菓子食いレースなどさまざまな競技を通じ
て交流を楽しみました。

運動会通して福祉の心育む

◀児童が玉を拾い利用者が投げる連携での玉入れ

6/20
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

自分たちで調理することで食べ物を大切にする心を
育てようと、カレー作り教室が白羽幼稚園で開かれ、
年長園児22人が参加しました。園児はピーラーや包
丁を使って、野菜の皮をむき一口大に切っていきまし
た。できあがったカレーを食べる園児らからは「自分
が切ったニンジンかな～？」などの声が聞こえました。

自分で作った特別なカレー

◀手の添え方を教わりながらニンジン切りに挑戦

６/22

第一小学校の５年生約95人が、ＪＡ遠州夢咲の協力
のもと、門屋公民館北側の田んぼで田植えを体験しま
した。この田んぼは大石正美さん（門屋）のご厚意で借
りたもので、児童らは苗がきれいに並ぶようにロープ
に沿って丁寧に植えました。９月下旬に収穫し、調理実
習などに使う予定です。

足を泥に浸し田植えを体験

◀泥に足を取られながら丁寧に苗を植える児童たち

５/31

市危険物安全協会と市消防本部から約20人が参加
して、漏えいした重油が川から海へと流出が拡大する
恐れがある場合を想定した「危険物流出拡大防止訓練」
を新野川河口で実施しました。参加者それぞれが役目
を確認し、オイルフェンスを張り油を吸着するロープ
を使い重油を回収する一連の流れを訓練しました。

重油漏れに備え体制を確認

◀水面にオイルフェンスを張る安全協会員

６/７

市地域医療を育む会が、市立御前崎総合病院職員へ
感謝の気持ちを伝える「ありがとうメッセージ」を同病
院へ贈りました。同会代表の阿形操さんは、講演会な
どで市民から集めたメッセージを手渡し「地域を支え
てくれている病院で働く皆さんのやりがいになるよ
う、これからも感謝を伝えていきたい」と話しました。

地域医療支える病院に感謝

◀メッセージを大橋弘幸病院長へ渡す阿形さんら

６/13

9 OMAEZAKI



No.19

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

　現在、新野左馬助親
ちかのり
矩公墓所の地主で、管理

をしている松下家は、浜松市の頭
ず だ じ
陀寺城主松下

加
か へ え
兵衛之

ゆきつな
綱や井伊直政の母の再婚相手である松

下清
きよかげ
景（之綱のいとこ）の一族で、縁あって新野

に所領を得た松下平八の子孫とされる。
　「松下家系図」によれば、松下平八は、新野村
松下の開祖で、松下文

ぶんえもんのじょう
右衛門尉定

さだのぶ
伸といい田地

４００石を領した。もともとは今川家の旗本で
中泉（現在の磐田市）に居住し、天正2年（1574年）
の高天神城の戦いのとき、御

ご
前
ぜん
曲
く る わ
輪に籠城した

武将の中に松下平八の名がある。高天神城落城
後、家康の近

きんじゅ
習を勤めたが、奉公をやめて農民

になり、新野村の名主となって居住し、慶長4年
（1599年）に没した（高天神城戦史）。そして、平
八の嫡男文右衛門尉定綱の子どもたちが分家し、
現在の間

ま
蔵
ぐら
、良
りょうはく
伯、岩

い わ が や
ヶ谷の三松下家ができた

とされる。

▲頭陀寺（浜松市南区）

▲松下屋敷跡（頭陀寺城跡）

新野松下家の祖平八

　
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
佐
々
木
雅
人
原
子
力
発
電
立

地
対
策・広
報
室
長
が
６
月
２
日
、

市
議
会
臨
時
全
員
協
議
会
の
場
で

栁
澤
市
長
ら
市
幹
部
と
市
議
15
人

に
対
し
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
４
月
に
、
原
子

力
発
電
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

へ
求
め
た
結
果
、
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　
国
か
ら
は
、
東
京
電
力
㈱
福
島

第
一
原
発
事
故
や
東
日
本
大
震
災

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス（
電
源
構
成
）、
資

源
戦
略
に
つ
い
て
の
現
状
や
課
題

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
か
ら
は
、
原
子
力
発
電
の

必
要
性
や
コ
ス
ト
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
は
、
国
の「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
重
要

な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
国
や
事
業
者
に
対
し

て
今
後
も
状
況
説
明
を
求
め
て
い

く
と
と
も
に
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

※
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
・
・
・
発

電
コ
ス
ト
が
安
価
で
、
昼
夜
を

問
わ
ず
安
定
的
に
稼
働
で
き
る

電
源

臨
時
全
員
協
議
会
で

　
　
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
説
明

▲臨時全員協議会
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照　会　こども未来課母子保健係　☎０５３７�６６６６

照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

●こんな日は熱中症に注意
　・気温が高い・湿度が高い・風が弱い・急に暑くなった
●暑さを乗り切る熱中症対策
　①涼しい環境

　節電下でも冷房は大切です。屋外では日陰に入った
り、公共施設などの涼しい場所で体温を下げることを
心がけましょう。

　②服装
　通気性が良く、汗を吸収発散しやすいものを選びま
しょう。水にぬらして首に巻くネッククーラーや冷却
パッドなど熱中症対策グッズを活用しましょう。

　③水分・塩分の補給
　大量に汗をかいた時は、水分とともに塩分も補給し
ましょう。市販のスポーツドリンクや経口補水液など
を活用しましょう。カフェインが多く含まれる緑茶や
紅茶、アルコール類は水分を尿として排出してしまう
ため、お茶を飲むなら、麦茶などにしましょう。

●熱中症になった時の処置
　熱中症対策と同じように、涼しい環境
へ避難させ水分・塩分を取らせましょう。
また、衣服を脱がせ、体を冷やすことも
有効です。
※�症状が改善しない時や、重度の症状が
出ている時は救急隊を要請して下さい。

　乳児ボツリヌス症による死亡事例が東京都で発生しました。これは、はちみつの摂取が原因と推定され
ています。予防方法を改めて確認しましょう。
●予防方法
　１歳未満の乳児には、ボツリヌス菌の芽

が ほ う

胞（植物で例えると種のよ
うなもの）に汚染される可能性のあるはちみつを食べさせないこと。
※ボツリヌス菌は熱に強く、通常の加熱や調理では死にません。
●乳児ボツリヌス症とは
　１歳未満の乳児にみられる特有の症例です。原因食品とともに体に摂取されたボツリヌス菌の芽胞は、
乳児の腸管内で毒素を出し、ボツリヌス症を引き起こします。乳児の腸内の環境が大人と異なるため起
こりやすいです。通常は適切な治療で治るため乳児ボツリヌス症での死亡例はまれです。
●症状
　便秘、筋力の低下、お乳を飲む力の低下、泣き声が小さくなる　など。
●原因食品
　原因不明の事例もありますが、特定されている主な原因食品は、はちみつです。

乳児ボツリヌス症の予防のため、
１歳未満の乳児にはちみつを与えるのは避けてください。

熱中症に
　　注意しましょう

程度 症状

軽度 めまい、筋肉痛、立ちくらみ、汗
が止まらない

中度 頭痛、吐き気、体がだるい（倦
けん

怠
たい

感）、虚脱感

重度
意識がない、けいれん、高い体温
である、呼びかけに対し返事があ
いまい、まっすぐに歩けない、走
れない

～１歳未満の乳児に
　　はちみつを与えないでください～
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齋
さ い

藤
と う

 貴
た か し

司 さん

長年の活動で市のスポーツ振興に寄与

さいとう　たかし（本町・78）
元市体育協会会長。現在は顧問
を務める。郵便局の野球チーム
で監督を務めたことから体育協
会に携わるようになった。

体
育
協
会
支
え
た
26
年
間

　

県
体
育
協
会
が
６
月
23
日
に
開

い
た
、
第
58
回
体
育
章
贈
与
式
で

齋
藤
貴
司
さ
ん
は
功
労
章
を
受
章

し
た
。
功
労
章
は
本
県
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ

た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
。

齋
藤
さ
ん
は
平
成
２
年
、
当
時
の

浜
岡
町
体
育
協
会
の
理
事
長
に
着

任
し
た
。
平
成
16
年
の
合
併
後
も

市
体
育
協
会
の
副
会
長
、
会
長
を

歴
任
し
、
26
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
支
え
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は「
理
事
長
に
就
い

た
当
初
は
こ
ん
な
に
長
く
体
育
協

会
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
受
章

は
う
れ
し
い
。
今
回
の
体
育
章
で

は
飯
塚
選
手
や
岡
村
選
手
も
特
別

優
秀
選
手
章
を
受
章
し
、
市
の
Ｐ

Ｒ
に
も
良
い
年
に
な
っ
た
」
と
受

章
の
喜
び
を
語
っ
た
。

体
育
協
会
に
か
け
た
思
い

　
齋
藤
さ
ん
は
市
体
育
協
会
の
要

職
を
務
め
る
中
で「
子
ど
も
を
育

て
る
」
こ
と
に
特
に
力
を
入
れ
て

き
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
た
ち

の
さ
ま
ざ
ま
な
成
長
に
つ
な
が

る
。
例
え
ば
、
市
内
で
盛
ん
な
剣

道
や
空
手
な
ど
の
武
道
は
、
礼
節

を
学
ぶ
の
に
良
い
ス
ポ
ー
ツ
。
多

く
の
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
に
入
っ
て
、
活
発
に
活
動
し

て
ほ
し
い
。
た
だ
、
保
護
者
や
指

導
者
の
負
担
も
大
き
い
か
ら
、
そ

れ
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
活
動

し
て
き
た
」と
話
す
。

　
市
体
育
大
会
や
駅
伝
大
会
な
ど

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は

多
く
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
の

が
肝
要
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
も

「
運
営
側
が
意
欲
を
持
た
ね
ば
」と

現
場
で
一
緒
に
行
動
し
、
積
極
的

に
運
営
側
を
手
伝
い
、
現
場
の
人

員
を
大
切
に
し
て
き
た
。

地
域
Ｐ
Ｒ
に
ス
ポ
ー
ツ
を

　
平
成
28
年
３
月
で
会
長
を
退
任

し
た
齋
藤
さ
ん
だ
が
、
顧
問
と
い

う
立
場
で
現
在
も
体
育
協
会
を
支

え
る
。「
飯
塚
選
手
ら
の
活
躍
を
見

て
地
域
Ｐ
Ｒ
に
ス
ポ
ー
ツ
は
欠
か

せ
な
い
と
改
め
て
実
感
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
体
育
協
会
は
市
の
Ｐ
Ｒ

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
有

名
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
つ
な
が
り

も
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
振
興
に
思

い
を
寄
せ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
長
年
貢
献
し

て
き
た
齋
藤
さ
ん
の
思
い
が
引
き

継
が
れ
、
体
育
協
会
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
う
。

OMAEZAKI 12



●
手
話
は
言
語
の
一
つ

　
言
語
は
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
伝

え
合
い
、
知
識
を
蓄
え
、
文
化
を
創

造
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
手
話
も
ま
た
、
手
指

や
体
の
動
き
、
表
情
を
使
っ
て
視
覚

的
に
表
現
す
る
意
思
疎
通
の
手
段
で

す
。
つ
ま
り
、
手
話
は
聞
こ
え
る
人

が
用
い
る
日
本
語
と
同
じ
一
つ
の

「
言
語
」で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

●
基
本
理
念

　

手
話
言
語
条
例
の
基
本
理
念
は
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
か
つ
、
ろ
う
者
が
手
話
に
よ
り

意
思
疎
通
を
図
る
権
利
を
持
つ
こ
と

を
理
解
し
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外

の
人
が
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

す
る
こ
と
で
す
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　

条
例
で
は
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
市
や
市
民
、
ろ
う
者
、
事
業
者

そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
は
、
手
話
に
対
す
る
理
解

の
促
進
や
手
話
普
及
の
た
め
の
施
策

を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
民
や
市
内
の
地
域
自
治

組
織
・
団
体
は
、
手
話
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
市
の
施
策

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ろ
う
者
は
、
手
話
通
訳
者
の
育
成

な
ど
に
協
力
し
、
手
話
の
理
解
促

進
・
普
及
に
努
め
ま
す
。

　
事
業
者
は
、
市
の
施
策
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
ろ
う
者
が
利
用
し
や

す
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
手
話
に
興
味
を
持
っ
た
人
へ

　
実
践
的
に
手
話
を
学
び
な
が
ら
ろ

う
者
と
交
流
で
き
る
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
ま
す
。

●�

手
話
サ
ー
ク
ル「
太
陽
の
会
」

�

御
前
崎
例
会

活
動
日　

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

【
昼
の
部
】

　

時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

浜
岡
福
祉
会
館

【
夜
の
部
】

　

時
間　

19
時
30
分
～
21
時

　

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
浜
岡
福
祉
会
館
横
）

照　

会　

代
表　

中
村
旭あ

き
ら

さ
ん

　
　
　
　

☎
０
５
４
８
�
５
８
７
１

　３月の市議会で制定した「御前崎市手話言語の推進に関する条例」（以下、手話言語条例）が４月１
日から施行されました。この条例はろう者（耳が聞こえず手話を言語として生活する人）が暮らしや
すい地域社会を実現できるようにするものです。「小笠ろうあ協会」を共に組織する掛川市、菊川市と
同時に条例を施行していて、３市が協力することで大きな効果を生む取り組みが期待されています。

山
野　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解

が
広
ま
る
こ
と
で
す
。

●
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

 

な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
？

松
本　
あ
い
さ
つ
が
通
じ
れ
ば
交

流
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
も
っ
と
手
話
を
覚
え
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

山
野　
こ
ち
ら
に
合
わ
せ
た
あ
い

さ
つ
が
あ
る
だ
け
で
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。

●
お
二
人
に
と
っ
て
手
話
と
は

 

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

松
本　
表
情
が
見
え
る
分
、
筆
談

よ
り
も
も
っ
と
通
じ
合
え
る

「
言
葉
」で
す
。

山
野　
自
分
が
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る「
言
葉
」で
す
。

●
条
例
が
制
定
さ
れ
た
今
、

 

期
待
す
る
こ
と
は
？

松
本　
手
話
や
筆
談
な
ど
ど
ん
な

手
段
で
も
良
い
の
で
積
極
的
に

交
流
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
て

ほ
し
い
で
す
。

❶�顔の前で重ねてい
た手を左右に開く

❷�人さし指を伸ばした状態か
ら向かい合わせに曲げる

❶�水平にした腕の手首
に垂直に手を乗せる

❷�手を垂直に上に上げる

御前崎ろうあ部長

松本宇
たかし

司さん（大山）
御前崎ろうあ部員

山野未
み

来
く

さん（本町）

手話で広がる共生の輪

こ ん に ち は あ り が と う
手
話
で
の
あ
い
さ
つ
を
知
ろ
う

共生
への第１歩
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人　口 33,262（＋30）
男　 16,875（＋21）
女　 16,387（＋９）
世帯数 12,035（＋36）

（平成29年６月末日現在の速報値）

　屋外プール開放に合わせた
オープニングイベントが７月
２日、市民プールぷるるで開
かれました。市内外から訪れ
た約1700人が、屋外プールで
気持ち良さそうに泳ぎ、ＳＵ
Ｐレースや流れるプールでの
鬼ごっこなどのイベントを楽
しみました。夏の暑さに負け
ない笑顔があふれていました。

　皆さん初めまして。この４
月の異動で、新しく秘書広報
係に加わったＡです。少しで
も係の皆さんの役に立ちたい
と意気込んでいましたが、一
人でうまく取材ができず、失
敗の連続です・・。しかし、
人間誰しも失敗はつきもの！
早く一人前になれるよう頑張
りたいです。
　最近プライベートでも一眼
レフを買いました。友達のい
ろんな表情を撮るのが楽しい
です。仕事でもうまく使いこ
なせるようにたくさん写真を
撮りたいと思います。� Ａ

富士山マイカー規制 
のお知らせ
　富士山の自然保護と渋滞のない
安全で快適な登山を目的にマイカ
ー規制を実施します。
　規制期間中は自家用車の通行が
できません。乗り換え駐車場（駐
車料金は１台あたり１０００円）
を利用し、有料のシャトルバスや
タクシーにお乗り換えください。
規制期間
・富士宮口（富士山スカイライン）
　７月10日㈪９時～９月10日㈰18時
・須

すばしりぐち

走口（ふじあざみライン）
　７月10日㈪12時～９月10日㈰12時
照　会　静岡県道路企画課
　☎０５４（２２１）３０１４

切れた電線には絶対に 
近づかないでください
　この時期、落雷や強風による飛
来物により電線が切れて垂れ下が
ることがあります。切れた電線を
見つけた場合は、感電の恐れがあ
るため絶対に触らずに、中部電力
へご連絡をお願いいたします。
照　会　中部電力㈱掛川営業所
　☎０１２０（９８５）２３２

募　集 
invite information

「排せつ」の介護につい
て学びませんか
　自宅での排せつの介護について

実技を交えて学びませんか？市内
の介護施設などで働く職員が丁寧
にお教えします。要介護者のお預
かりコーナーあります。
日　時　９月19日㈫13時30分～15時
場　所　市立御前崎総合病院２階講堂
内　容　ベッド上の介護（おむつの当
て方や交換方法など）について学ぶ

対象者　介護しているご家族、介
護に興味がある人

参加費　無料（要申し込み）
※定員になり次第、締め切り
申し込み・照会　高齢者支援課　

地域包括支援センター
　☎０５３７�１１６７

聴こう！夏の夜の怪談 
「耳なし芳一」
　夏の終わりの夜に語りと琵琶の
演奏による昔ながらの怪談話を聞
きませんか？
演　目　「耳なし芳一」（語り／鈴
木英子氏、薩摩琵琶／大橋守氏）

日　時　８月26日㈯19時半開演
場　所　図書館アスパル視聴覚室
参加費　無料
対　象　中学生以上（定員50人）
申し込み　７月25日㈫９時から
※来館または電話で申し込み
申し込み・照会　図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

自衛官になって国の 
安全のために働こう
　防衛省では、自衛官と一般曹の
候補生、航空学生を採用します。
申込期限　９月８日㈮まで
採用制度説明会
　７月15日㈯、８月19日㈯13時か
ら研修センターで開催します。
※詳細はお問い合わせください。
申し込み・照会　静岡地方協力本

部袋井地域事務所
　☎０５３８�３７１７

８月は 
「道路ふれあい月間」

平成29年度推進標語
「この道で　おはよう　さよな
ら　ありがとう」
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お知らせ 
information

75歳以上の人は保険証
が新しくなります
　現在使用している後期高齢者医
療の被保険者証（オレンジ色）は、
有効期限の７月31日をもって使用
できなくなります。８月１日から使
用する保険証は、７月中旬に郵送し
ます。新しい保険証は「藤色」です。
照　会　市民課国保年金係
　☎０５３７�１１７１

国民年金保険料免除申
請を受け付けています
　７月から平成29年度の国民年
金保険料免除申請を受け付けてい
ます。経済的な理由などにより国
民年金保険料を納付することが困
難な場合には、免除申請をするこ
とができます。
※詳細はお問い合わせください。
照　会　市民課国保年金係
　☎０５３７�１１７１

第11回東遠議員 
交流フォーラム講演会
　東遠地域（御前崎市、牧之原市、
菊川市、掛川市）議員が一堂に会
し講演会を開催します。一般の人
も参加可能です。
日　時　８月４日㈮14時～
場　所　静岡カントリー浜岡コー
ス＆ホテル　２階スカーレット

演　題　あなたの「まち」の成長戦
略を考える－少子高齢化社会の中
での「まち」の発展条件の再検討－

講　師　斯波照雄氏（中央大学商
学部教授）

申込締切　８月３日㈭17時まで
申し込み・照会　議会事務局
　☎０５３７�１１１５

直虎とゆかりの武将 
版画展を開催します
　市では、井伊直虎ゆかりの地と
して「次郎法師・直虎と虎松」や
「新野左馬助公」などの版画で注目
を集めている版画工房・光

こうざんぼう

山房の
版画展を開催します。代表の熊谷
光夫氏が描いた次郎法師や井伊直
虎、新野左馬助公などの武将を描
いた版画を展示します。ぜひ、ご
覧ください。
期　間　
　第１期：６月１日㈭～７月17日㈪
　第２期：７月19日㈬～８月27日㈰
時　間　10時～16時
場　所　新野左馬助公展示館
休館日　月曜日 (月曜日が祝日の
場合は翌日の火曜日が休館 )

入館料　無料
照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

平成29年度御前崎市 
敬老会のお知らせ
　本年度の敬老会は、全地区を対
象に開催します。対象者には８月
中旬に案内通知と記念品を送付し
ます。なお、出欠席の連絡は必要
ありません。
日　時　９月17日㈰９時30分～
場　所　文化会館（支所北側）
対　象　昭和16年４月１日以前
生まれの人（７月１日現在で市
内に住所を有する人）

照　会　高齢者支援課
　☎０５３７�１１１８

物忘れでお困りの人 
ご相談ください
　認知症は早期発見・早期治療が
大切です。最近物忘れがひどくな
ったと感じている人は、「物忘れ相
談」をご利用ください。

※�予約制です。事前に照会先まで
ご連絡ください。

日　時　８月19日㈯14時～16時
（1人30分程度）

場　所　市役所西館１階相談室
内　容　医師による物忘れ相談や
指導、介護についての相談など

対　象　物忘れの気になる人、ま
たはその家族

相談料　無料
持ち物　服薬している人は、お薬
手帳または薬をお持ちください。

予約・照会　高齢者支援課　地域
包括支援センター

　☎０５３７�１１６７

浜岡交番が 
新庁舎に移転します
　菊川警察署浜岡交番が８月10
日㈭から新庁舎に移転します。
新所在地
　池新田５１５１番地の８
　（市消防本部の隣）
※移転に伴い旧浜岡交番は廃止に
なりますので、事件・事故など
の届け出は必ず新交番にお願い
します。

照　会　菊川警察署浜岡交番
　☎０５３７�３０４２

中東遠総合医療センタ
ー受付開始時間変更
　８月１日から、診療予約のない
人または救急外来受診後に一般外
来受診が必要になった人の受付開
始時間を次のとおり変更いたしま
す。ご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。
現　在　７時45分～
変更後　８時15分～
※予約のある受診者の受付開始時
間は、従来どおり7時45分です。

照　会　中東遠総合医療センター
　☎０５３７�５５５５
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カボチャ�� �200㌘
牛乳�� �200cc
めんつゆ（３倍濃縮）�
� �大さじ１.５
鶏ももひき肉�� �60㌘

材料（４人分）

▶１人分=100kcal

1カボチャは厚さ２㎝の食べやすい
大きさに切る。

2フライパンに牛乳、めんつゆ、ひ
き肉を入れて箸で混ぜる。ひき肉
がほぐれたらカボチャを加え、
クッキングシートで落としぶた
をする。

3煮立ったら火をやや弱くし、カボ
チャが柔らかくなるまで煮る。

カボチャのミル
ク

そぼろ煮

７

田
た

中
なか

美
み

羽
う

ちゃん２歳
（新野西）

片
かた

山
やま

蓮
れん

奈
な

ちゃん２歳
（上比木）

田
た
中
なか
萌
め
已
い
ちゃん２歳

（佐倉三区）

服
はっとり

部銀
ぎん

斗
と

くん３歳
（佐倉三区）

藤
ふじ

原
わら

歩
あ ゆ と

叶くん１歳
（大山）

河
かわらさき

原﨑七
な

菜
な

ちゃん１歳
（朝比奈原）

栗
くり

山
やま

海
か い と

翔くん１歳
（桜ヶ池）

かわいい笑顔を募集します。

対象：９月生まれ
の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：８月７日㈪、８日

㈫の２日間、８時15
分～17時

（最大８枠。先着順
）

◆申込先：市役所総務
課

� �☎０５３７�１１３
２

普段の食事に

“野菜プラス 1
皿”

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。

匂
さぎさか

坂真
しん

太
た

朗
ろう

くん３歳
（大山）
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